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さいため可視光応答性が高く CB が卑に高い光半導体を、ヘテロ結合し Z スキーム機構
を発生させることを検討した。 
第２章では、GDE カソードの CO2還元性についての研究結果を述べ、次の 4 項目を解
明した。①GDE の 3 相界面で還元が確実に行われている。②GDE 内に複合化したメタロ
フタロシアニン(MPc) 触媒は CO2の吸着効果が大きく還元過電圧を下げる効果が大であ
る。③MPc の中心金属種 Ni、Co、Snの比較では、その金属の持つ軌道電位と MPc 分子の
各軌道電位の違いにより、CO₂及び還元中間体の吸着性に差が生じ還元選択性に大きく
差が出る。その中で NiPcが最も CO2還元効率が高い。④MPc 上に吸着する CO2が、助触

















換効率（ABPE）を測定した。その最高値は－0.8 V 印加時 0.18 %であり、CO2還元ファ
ラデー効率は 98 %であった。過去の CO2 電気、光電気還元反応文献を比較調査した結
果、－0.8Vの印加電位で CO2還元ファラデー効率 98 %の値は最も低い印加電圧で最も
高い効率であった。今後の光電気化学的 CO2還元研究の進むべき一方向性を示した。 
第６章では、紫外線応答が主である TiO2 アノードに代わる可視光応答アノードの作




的 CO2 還元の研究の今後の課題である。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
上記の論文に対して審査を行い、CO2 の還元機構の基本的考え方や、光触媒動作原理
に関する内容に関して、光触媒により生成した励起電子とフタロシアニン触媒経由の
CO2 還元機構などについて種々の質問がなされたが、いずれも適切な回答がなされた。
以上により、論文調査および最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士(工学)の学位に十分値するものであると判断した。 
